
第 658号創刊昭和25年4月1日

ヒカシマル醤油

第三極郵便物認可)

vvvvご購読料v"vv"v

1年 3，000円
(郵送料とも)

現金・切手・振替で前納

(月 3回発行)
10日・20日・30日

(昭和46年7月30日発行安売t./'、識斤目胃国舌~〈日曜日〉

発行 所

側全国婦人新聞社
〒160本社東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝孝西新宿ビル
電話 03(34 3) 1 84 6代表
振答口座東京 172320

〒543支局大阪市天王寺区勝山
2 -2 0 2 

電話06 (771)7415

昭和56年 12月 208

本紙は女性巴よる平和と平等を雄進します

ち
あ
げ
て
く
れ
た
。
初
め
て
新
聞
に
の
一
ん
が
、
グ
私
の
お
司
長
手
作
っ
て
く
れ

一
る
時
古
沢
さ
ん
は
心
配
だ
っ
た
。
と
り
一
た
H

佐
藤
社
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
房
掲
っ

γ
一
わ
け
一
一
人
の
協
力
者
O

H

お
姉
さ
ん
た
一
た
の
だ
。
指
先
に
乗
る
ほ
Y
あ
小
声
な

ご
ち
ら
と
と
を
説
明
す
る
と
き
が
襲
一
千
羽
鶴
。
文
章
り
千
羽
を
、
道
ち
ゃ

ふ
一
育
予
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
し
ま
一
ん
は
自
分
で
思
い
つ
い
て
、
た
っ
た
一

三
つ
一
ぅ
。
活
字
に
さ
れ
た
と
き
の
彼
女
ら
の
一
人
で
何
回
も
か
か
っ
て
折
っ
た
の
午

そ
一
気
も
ち
は
:
:
。
だ
が
、
新
聞
を
見
た
一

1
0

M
U
一
一
一
人
は
「
記
事
を
み
て
私
た
ち
と
同
じ
一
支
払
い
は
ま
だ
来
年
に
四
百
万
円
ほ

自
の
一
期
遇
の
人
が
@
+
仇
さ
れ
る
わ
よ
。
」
と
一
Y
渡
っ
て
い
て
古
沢
さ
ん
の
ア
タ
マ
は

一U一
い
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
時
、
電
話
を
一
痛
い
O

H

家
M

の
運
営
も
規
模
が
大
き

占
一
し
て
き
た
婦
人
が
い
た
。
あ
の
記
事
を
く
な
っ
た
の
で
大
葬
。
来
年
四
月
か

り

量

い

。

も

う

一

人

の

子

は

大

分

担

。

一

層

間

だ

。

語

毒

性

、

=

一

人

は

迫

お

一

見

て

二

人

は

ど

つ

い

っ

て

い

ま

す

か

、

一

色

現

在

待

機

Z
A需
望
者
牽
入
れ

て

極

度

詩

人

需

Tだ
が
、
一
三
合
、
一
度
量
ち
ゃ
ん
を
理

一
川
一
れ
は
、
あ
な
た
の
教
育
の
集
室
主
主
導
員
も
ふ
や
豪
け
れ
ば
な
ら

吉
沢
さ
ん
は
還
択
の
余
地
が
な
い
、
と
百
か
、
と
相
談
し
た
と
と
が
あ
る
。
古

Y

-m
一
だ
っ
た
」
と
い
い
「
実
は
私
も
施
雲
円
一
な
い
。
喫
茶
庖
圭
ラ
薪
し
い
試
み
弓

思
っ
た
。
も
う
一
人
の
子
は
帰
る
家
が
一
沢
さ
ん
を
励
ま
し
た
の
は
か
つ
て
の

f

一
到
一
ち
で
す
:
i
」
。
今
、
平
和
な
家
庭
の
一
が
、
吉
沢
さ
ん
は
こ
の
部
門
で
も
、
あ

あ
っ
た
。
道
ち
ゃ
ん
は
な
い
。
道
ち
ゃ
一

H

教
え
子
H

の
二
人

だ

っ

た

。

「

帰

し

一

向

一

一
主
婦
と
し
て
暮
ち
し
て
い
る
と
の
人
一
き
る
と
い
う
こ
と
の
な
い
精
神
漕
弱
者

ん
を
百
さ
と
る
つ
:
;
と
。
一
た
呈
温
ち
ゃ
ん
は
ど

Pょ
虫
ま
す
?
も
一
い
。
五
分
も
+
分
も
か
か
る
:
・
:
。
一
る
ん
だ
よ
」
古
沢
さ
ん
は
泣
き
ょ
が
ら
一
ま
、
三
人
の
知
恵
遅
れ
の
子
が
通
い
で
一
は
、
以
来
H

ひ
か
り
の
家
N

の
熱
心
な
一
は
、
お
襲
平
歩
」
焼
い
た
り
、
ナ
プ
キ
ン

一百Eう三一
盃
度
察
が
ん
告
ば
虫
存Eυ=よ3三う2」
。
六
七
カ
二
一
表
情
雪
も
な
恋
か
つ
ミ
弓
菖
恵
同
霊
輩
宙
楽
繋
摺
需
村

三
へ
か
ク
タ
ク
タ

一

一

一

一

一

一

一
月
後
、
ォ
シ
ッ
コ
は
ピ
タ
ッ
と
卓
志
っ
一
く
顔
に
出
な
い
。
感
情
を
失
っ
て
い
る
一
悩
ん
だ
。
精
樽
児
問
題
マ
」
関
す
る
勉
強
一
さ
ん
も
、
も
つ
知
恵
遅
れ
の
子
の
職
業
一
一
部
門
で
、
能
力
を
発
揮
出
来
る
の
で
は

一

一

一

b

「

、

一

全

国
に
守
護
者
の
会

一

だ
が
、
乙
れ
は
事
志
や
さ
し
い
こ
と
一
た
。
「
今
思
え
ば
、
道
ち
ゃ
ん
は
不
安
一
:
;
。
古
沢
さ
ん
た
ち
は
道
ち
ゃ
ん
の
一
も
し
、
本
も
続
み
、
友
人
や
牧
師
さ
ん
一
町
線
に
自
信
を
待
っ
て
U
る
。
「
知
恵

一

一
な
い
カ
、
と
患
っ
て
い
る
。
「
家
庭
的

で
は
な
か
っ
た
。
道
ち
ゃ
ん
の
お
し
っ
一
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
度
は
ど
と
へ
や
ろ
一
感
情
を
戻
す
の
に
脳
記
と
な
っ
た
。
ど
一
に
も
相
談
し
た
。
一
遅
れ
だ
か
ら
、
全
部
の
機
能
が
ダ
メ
と
一
乙
れ
以
後
、
毎
年
、
音
斐
耳
、
パ
ザ
一
な
暖
み
の
あ
る
さ
存
第
附
」
、
陣
容

と
も
ら
し
が
始
ま
っ
た
。
夜
で
は
な
い
一
れ
る
か
と
l
l。
こ
と
が
自
分
の
お
う
一
ん
な
と
ち
一
Y
し
つ
で
も
無
表
情
に
箸
を
運
一
が
、
吉
沢
さ
ん
の
愛
と
情
熱
は
、
週
一
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
ち
が
い
ま
一

L舞
金
は
つ
づ
い
た
。
い
つ
の
間
に
一
者
の
た
め
に
「
ひ
か
り
の
筈
の
去
J

一
す
。
ど
乙
か
す
ば
ら
し
い
部
分
が
残
っ
一
か
、
支
援
者
安
富
が
出
来
、
募
金
の
輪
一
な
施
設
が
あ
ち
こ
ち
に
出
来
れ
ば
・
:
i

v
p
E
E
E
E

‘‘
v

v
・
‘

thF
』

6

一
て
い
ま
す
。
大
体
に
於
て
ζ
つ
い
う
子
一
が
出
来
た
。
パ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
関
係
一
と
古
沢
さ
ん
は
思
っ
て
い
る
。

全
国
か
ら
募
金
続
々

一
語
記
長
一
堅
持
弱
点
一
室
ニ
当
月

'・B
E

E

-

-

J

ョ

ノ

-

-
可

w-y

，

一
て
い
る
子
の
一
人
・
:
:
自
閉
の
気
味
も
一
閣
は
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
聞
一

2
Q
2
b
)

「
ひ
か
り
の
家
」
の
発
足
は
昭
和
三
一
さ
ん
を
助
り
て
残
っ
て
い
弓
た
ま
た
一
乙
と
に
な
っ
た
が
、
当
時
の
「
ひ
か
り
一

，

一
号
、
身
体
主
奇
想
い
の
で
す
が
、
一
に
出
量
カ
ン
パ
薬
事
。
幼
稚
園
一

r
i↑
|

|

時
期
間
臓
器
一
間
訳
語
龍
一
時
諮
問
山
一

家
か
出
来
、
喫
茶
庖
聞
き

甲山一時下町一部出…一
B
hhuに担

が
始
ま
り
弓
古
沢
さ
ん
は
熊
本
喜
一
た

o
Z後
、
本
請
に
ー
と
い
う
一
道
ち
ゃ
ん
は
I
Q
四

ぞ

ろ

い

。

か

な

一

一

し

て

や

れ

↑

。

一

人

一

人

に

塁

王

他

の

震

の

バ

ザ

ー

に

道

ち

ゃ

ん

二

4
1
一
も
知
を
い
が
、
「
主

義
害
義
回
国
し
て
い
た

f
oi
-
J由
醒
開

g

c民
E
t・
ち
だ
と
思
っ
た
と
た

2
5三重
ち
ゃ
ん
に
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
は
一
じ

2ち
ゃ
ん
は
日
百
白
老
一
寝
室
い
き
と
可
私
ど
も
の
ミ
一
の
エ
プ
ロ
ン
宣
し
て
主
著
者
二

三

白
書
議
み
居
柔
鯛

の
た
め
に
な
る
こ
と
が
し
た
く
な
っ

j
l
h，
膨
腕

錨

幽

眠

園

一

v----
な
っ
た
ん
で
す
。
」
一
話
し
か
け
さ
と
れ
、
お
い
し
い
ね
一
華
全
、
明
る
く
な
っ
弓
一
-
一
春
、
大
き
い
と
と
ろ
に
な
い
、
一
な
い
ん
で
芸
、
也
君
子
三

一
八
一

蛤
」
と
い
っ
た
句
な

5

て

、

奇

襲

を

押

し

切

最

善

み

γ&:場
願

組

閣

す

担

割

d齢
園

調

い

泣

き

な

が

り

叩

き

一
え
」
「
お
い
し
い
o
お
い
し
い
で
し
ょ
一

-

ゑ

2員
て

一
い
い
と
と
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
一
手
道
ち
ゃ
ん
の
エ
プ
ロ
ン
三

一
瓶
一

を
い
か
に
昔
話
な

た
主
尽
し
た
と
い
え

0
2
3一明…吋
Z
醸
脳
懇
綱
圃
話

hh
櫨

竃

畳

間

さ

一

言

」

一

一

ん

」

一

・

い

て

お

三

一

番

に

売

れ

る

ん

で

一

{，

Z
季
節
の
味
わ
い
で
君
。

ま

パ

ブ

テ

ス

ト

雲

で

こ

の

妻

子

一

主

主

易

額

錫

面

的

臨

矧

磁

闘

費

掛

善
血
管
零
だ
っ
弓
「
施
旦
吉
沢
完
が
一
番
悩
ん
だ
の
は
、
道
一

洋

裁

量

え

た

よ

/

一

熱

心

主

義

者

も

Eos-毒
物

寝

室

一

(

先
々
週
の
+
南
は
震
一
つ

，w

、.、.
曳

a

練
を
行
い
、
地
元
で
は
有
名
な
存
弓
建
物
が

老
朽
化
し
、
手
ぜ
ま
(
も
と
は
早
家
だ
っ
た
)

で
、
訓
練
を
希
望
す
る
人
も
入
所
出
来
な
い
、

何
と
か
建
て
直
し
を
・
:
:
と
同
家
の
代
表
吉
沢

妙
子
さ
ん
が
決
意
、
募
金
が
}
始
め
た
の
が
五
十

一
年
乙
ろ
。
昨
年
の
今
ご
ろ
は
、
集
ま
っ
た
金
は

一
千
万
そ
と
そ
と
。
総
工
費
は
二
千
四
百
万
円

か
か
る
。
乙
と
し
完
成
は
不
可
熊
と
恩
わ
れ
た
。

が
、
支
援
の
募
金
は
ぞ
く
ぞ
く
集
っ
た
。
五
百

点
F

M

下

円
、
千
円
:
!
そ
ん
な
小
額
の
カ
ン
パ
が
ほ
と

ん
ど
で
二
千
万
円
近
く
l
l。
「
陣
答
者
隼
の

今
年
に
完
成
で
き
る
な
ん
T
T
|。
夢
み
た
い

で
す
。
よ
く
、
陣
害
者
の
一
施
綬
を
建
て
よ
予
と

す
る
と
地
坦
一
元
冗
の
反
対
が
穆
{
③
?wvγ.:

•• 
:i:.:iーと
い
う
話
を

聞
き
ま
す
が
、
と
乙
で
は
あ
り
が
た
い
と
と
に
、

反
苅
と
と
ろ
か
、
よ
か
っ
た
ね
と
助
手
レ
、
富

ん
で
く
だ
さ
る
方
ば
か
り
で
。
い
い
え
、
私
が

偉
い
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
道
ち
ゃ
ん
で
す
。

道
ち
ゃ
ん
自
身
の
成
長
が
、
地
元
の
人
た
告
の

理
解
を
生
ん
だ
ん
で
す
よ
・
・
3
:
」
。
道
ち
ゃ
ん
。

同
家
の
H
看
板
娘
H

だ
。
殴
凌
の
知
恵
遅
れ
、

お
ま
け
に
対
人
恐
怖
も
あ
っ
た
。
そ
の
道
ち
ゃ

ん
が
「
ひ
か
り
の
家
」
九
年
間
の
砕
窟
で
す
っ

か
れ
品
明
る
く
な
っ
た
。
道
ち
哨
ん
の
変
化
の
配

録
が
「
ひ
か
り
の
家
」
の
成
長
の
記
録
で
も
あ

る
:
:

:

O

H
障
害
者
年
H

の
し
め
く
く
り
に
、

小
さ
な
鹿
間
福
祉
施
設
の
配
録
を
つ
づ
る
つ
。

十
二
月
八
日
。
と
の
日
一
日
中
、
川
崎
市
中

原
区
の
南
武
線
平
関
駅
近
く
に
あ
る
小
さ
い
建

物
は
、
紡
ず
れ
る
人
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い

h%

小
さ
な
建
物
|
|
「
ひ
か

nめ
家
」
と
い
う
。

一
階
が
小
さ
な
喫
茶
后
シ
淳
裁
底
。
二
階
が
居

室
1

全
部
あ
わ
せ
て
四
十
坪
ち
ょ
っ
と
の
建
物

だ
が
、
全
国
で
も
学
レ
い
、
民
間
の
ミ
ニ
福
祉

施
般
と
し
て
、
二
十
年
余
り
も
、
恵
ま
れ
な
い

人
た
ち
ゃ
、
知
恵
遅
れ
の
女
性
た
ち
の
作
業
別

やさな福祉纏設「ひかりの家Jの記鋸

;-P道ち

立派に建った 「ひかりの家」

開
聞
置
関
組
協
嗣
官
Eコ

戦
争
阻
止
ヘ

二
つ
の
集
会

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
が
一
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
策
一
憲
法
や
核
の
ゴ
ミ
投
棄
に
反
対
す
る
運

第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
て
か
ら
、
一
会
」
が
開
か
れ
た
。
一
動
を
広
げ
て
い
る
ベ
ラ
ウ
共
和
国
の
女

四
十
年
た
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
を
統
一
昨
年
、
渋
谷
の
山
手
教
会
に
集
ま
っ
一
位
た
ち
か
ら
の
運
動
の
報
告
、
北
富
士

け
、
世
界
の
経
済
大
国
に
成
り
上
が
ニ
た

=
R
6人
の
倍
に
あ
た
る
二
五
O
一
忍
草
母
宏
冨
か
ら
の
た
た
か
い
の
盟
国

た
日
本
は
、
今
、
ま
た
戦
争
の
惨
め
さ
一

O
人
の
女
た
ち
が
、
反
核
、
軍
縮
撤
廃
一
な
ど
の
後
、
日
比
谷
公
濁
か
ら
東
京
駅

を
味
あ
う
べ
く
右
傾
化
の
道
を
進
ん
で
一
を
旗
印
に
、
会
場
に
集
結
、
反
戦
の
声
一
近
く
の
国
労
会
館
ま
で
の
デ
モ
行
進
を

い

る

。

一

を

大

き

く

し

た

。

一

行

っ

た

。

六
回
、
東
京

・
日
比
谷
公
園
に
あ
る
一
同
集
会
で
は
、
反
核
デ
モ
の
う
ね
り
一

自
民
合
野
外
音
楽
堂
で
、
一
一
回
目
の
「
戦
一
の
高
ま
っ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
非
核
一

日比谷野外音楽堂に集まっ た2500人は決意をみなぎらせて

---一ー・『

町、W却跡、

、町什

， ヲu
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平和を守る母:議集会了二

北富士 ・忍草母の会からも

日
本
が
第
三
次
世
界
大
戦
に
突
入
し

て
四
十
年
目
を
迎
え
た
八
日
、
東
京
・

品
川
公
会
笠
で
「
武
器
は
い
ら
な
い

核
も
い
A
忘
い
m
M

・
8
平
和
を
守
る
母

親
豊
富
」
(
主
催

・
日
本
母
親
大
会
連

絡
会
)
が
開
か
れ
た
。

同
会
で
は
、
震
近
の
激
し
い
軍
国
主

義
化
の
流
れ
に
対
し
、
二
度
と
再
び
愛

す
る
者
た
ち
が
議
場
に
送
ら
な
い
決
意

を
こ
め
て
、

H

五
百
万
平
和
は
が
き
運

動
M

と
、
来
年
の
国
連
鐙
縮
特
別
総
会

へ
の
三
千
万
署
名
に
と
り
組
示
。
、
成
功

さ
せ
よ
っ
と
い
う
運
動
を
全
面
に
鉱
げ

て
い
る
。
集
会
で
は
、
日
本
列
島
の
悪
磁
状
況

の
ま
と
め
や
纂
題
の
た
た
判
明
い
の
報
管

を
は
じ
め
、
国
際
政
治
学
者

・
畑
田
園

夫
氏
の
「
諸
国
民
と
と
も
に
、
核
兵
器

を
な
く
し
、
平
和
を
き
ず
く
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
鰐
績
が
行
わ
れ
、
集
会
後
、

口
田
川
公
会
蛍
前
か
ら
、
大
井
町
の
碕
盾

街
へ
か
け
て
、
議
争
反
対
H

の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
く
り
返
し
な
が
ら
デ

モ
行
進
を
行
っ
た
。

②
H

二
度
と
子
り
を
戦
場
に
送
る
な
H

と
母
親
た
ち
も
街
頭
へ

③
母
親
集
会
で
真
剣
な
訴『え

将来の大きな計画のために、貯めるおカオ、が

ありますLイザという時に備えての堅実なたくわ

えがありますL貯蓄の目的や貯め方はじつに

さまざま。マイホーム資金あり、教育資金あり

..ひとつの家族にし、ろいろな役割の貯蓄が

必要ですね。

〈富士〉は、そのつど目的や貯め方にかなった

貯蓄プランを選び出し、おすすめしていますL

貯蓄計画のことなら、〈富士)(こご相談くださ凡

私たちは、暮らしのなかで;もっと多目的にそし

て気軽に銀行を活用していただきたいのですL

"，'.'" .、

お父さんの長期計画、お母さんの堅実プラン・・.
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認
処
理
委
が
調
整
ヘ

CB曜日 〉~ 

藍
綬
褒
章
を
受
く

日
産
労
組
支
部
が
申
し
立
て

ま
し
て
匂
卓
司
一
蝿
人
桐
醐
圃
制

度
が
開
国
し
て
h
x
J
二
十
五
羊
で
す

が
、
軍
軍
を
聞
い
た
白
は
、
私
が
初

め
て
玄
す
:
」

，
地
べ
た
を
週
い
ず
的
手
φ

わ
る
よ

うな冨

aw

と
嗣
人
相
醐
闘
の
札
車

を
院
則
す
る
。
底
辺
白
良
性
の
保
掴

里
生
宅
相
手
の
身
に
な
っ
て
M

雪一え

る
言
。

4e主
の
相
離
の
内
容
は
、

な
前
里
も
期
背
レ
ャ
宮
メ
}
い
う
も
の
だ
一
で
解
決
さ
れ
る
唖
告
が
幸
か
っ
』
九
。

っ

た

。

一

な

拍

車

車

草

当

に

つ

い

て

、

同

家

公

揖
瞭
の
や
り
方
と
レ
で
は
、
都
内
に
一
軸
銅
や
地
方
自
柏
体
で
は
男
女
別
、
夫

九
カ
所
あ
る
持
政
事
揮
附
に
相
割
に
行
一
の
収
入
と
は
醐
幌
注
し
戸
川
申
醐
y
hね

っ
た
人
安
舌
、
葬
許
円
長
い
が
っ
す
支
枯
し
て
い
る
ケ
l
ヌ
事
い
と
い

か
な
か
っ
た
咽
告
に
、
聖
恩
が
あ
れ
ば
一
わ
れ
る
が
、
奇
回
の
問
事
で
Y
ち
い
う

苦
情
処
理
空
回
告
が
調
置
に
乗
り
出
す
一
桔
舗
が
出
さ
れ
る
か
、
他
の
民
間
ム
再
社

と
い
う
井
植
み
に
な
っ
て
い
る
。
一
へ
の
適
用
に
恥
語
い
て
く
る
わ
り
で
注

こ
れ
ま
で
は
、
労
政
事
帯
用
の
匝
階
一
目
さ
れ
る
。

あ
め
mwカ
可

2
hd育
で
日
記
⑫ 

置
に
哩
え
る

-
2
1ヨ
ー
ク
部
外
の
木
に
豆
電
聞
を
な
c
り
、
自
問
聞

や
士
一
弓
L
入
争
と
、
お
伽
の
園
の
会
£
葺
』
ク
リ
ス
マ
ス

y
リ
ー
に

よ
う
に
な
旦
守
。
郵
園
周
串
箇
角
す
る
家
も
多
く
、
い
つ
も
静
か
な
住

に
は
、
子
供
り
F
に
む
え
で
「
北
極
宅
地
、
自
を
見
は
る
日
y
ほ
な
や

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
向
」
の
特
察
ス
ぎ
、
掴
む
の
で
し
匂
ぞ
ん
な
申
で
、

ト
が
出
奉
ま
す
。
草
々
の
曹
辺
に
席

問
需
に
ひ
っ
そ
り
宍
八
本
の
ロ
l

轄
す
畳
豆
一
ラ
ン
プ
、
レ
ン
ガ
の
鐘
費
ン
ク
ウ
干
の
つ
い
た
蝿
白
〔
メ
ノ
ー

に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
置
く
家
、
瞳
ラ
)
を
憩
辺
に
'
ま
が
自
に
つ
き

労
働

事
に
興
味
を
持
占
円
4
1

匝
体
不
自
由
者

m
Y転
蝿
再
轍
育
所
の
タ
イ
ピ
ス
ト
と

し
で
十
三
年
、
ほ
か
に
も
闘
い
軍
人

の
転
期
再
誼
育
所
の
事
軒
な
y
あ
唖

臨
も
も
っ
。
軸
争
末
期
、
簡
一
回
草

誼
帽
廟
の
タ
イ
ピ
ス
ト
白
臨
内
在
し

て
い
る
と
き
悼
職
。

じ
っ
ル
h

世
の
中
務
員
で
い
る
と
、

市
川
肩

gcん
民
赤
、
ま
ず
者
勘
を

今
執
、
監
捜
型
車
を
畳
け
た
。

「
堕
車
制
度
に
は
い
ろ
い
ろ
批
判

も
あ
る
よ
う
で
す
か
、
私
は
膏
ん
で

頂
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
弓
蝿
人

柑
酷
闘
の
と
と
が
、

9
し
で
も
P
R

に
な
れ
ば
、
そ
し
て
金
置
の
掴
人
相

世
間
の
闘
み
に
な
れ
ば
!
と
出
い

{車三種郵哩物館可}第 658号第 658号明三種劃更靭胞可}安売号 f、来斤 R宵国釜~〈日曜日 〉

急電島a 

昭和56年 12月 20B

a 
(3) 
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高
度
経
商
血
長
の
ひ
ず
み
で
、
一
つ

-
つ
の
ケ
ー
ス
が
裡
確
に
な
っ
て
き

た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
キ
ジ
カ
ケ
で
非

行
↓
質
問
剤
ψ

再
曹
と
語
ち
で
ザ
¥

f
タ
た
ち
。
霊
情
に
白
り
た
生
い
立

ち
か
ち
、
植
苗
者
意
閣
に
己
的
が
た

ま
り
、
そ
れ
で
い
で
奥
へ
の
問
時
曹

が
置
く
、
ち
ょ
っ
よ
L
t目
い
盛
岡
曜

に
す
ぐ
に
だ
ま
さ
れ
る
。
水
商
売
志

県
警
、
曜
に
参
話
相
き
た
が
る

i
h
フ
う
フ
ラ
し
で
い
て
、
つ
ま

ず
き
ゃ
す
弓
自
分
で
す
ち
よ
る
力

が
歩
い
:
こ
ん
な
宜
世
た
苧
と
担

劃
よ
く
っ
き
晶
い
、
話
し
雪
J
4居

間
、
回
世
に
ひ
ど
い
自
に
あ
い
、
心

も
身
体
も
す
り
へ
っ
て
主
君
め
は

広
な
の
で
す
か
早
」

青
い
時
か
ら

d
S仕
'
の
仕

F
K匂
ユ
ダ
ヤ
散
の
ハ
ヌ
カ
ー
を

担
う
車
で
す
。

ノ
ア
ム
由
吊
(
当
時
五
瞳
)
が
、

理
か
色
見
え
る
わ
が
車
の
折
抵
で
肺

っ
た
ツ
け

T
に
目
を
つ
貯
て
や
っ
て

~ 

小西さやか

冷
車
の
定
、
私
の
い
い
開
棋
な
空
白

再
え
に
制
御
U
Sい
ノ
ア
ム
は
、
正

代
さ
ん
も
圃
5
廿拳
p
uた
。
ノ
ア
ム

に
も
、
ハ
ヌ
ヵ
l
mお
踊
り
が
あ
っ

て
、
コ
マ
で
車
ん
だ
り
山
田
ト
雪
〆
T
B

帽
り
物
に
閉
ま
れ
る
の
で
す
。
で
も
、

子
慌
に
と
っ
て
、
サ
ン
タ
が
煙
費
か

争
入
っ
て
脅
す
れ
な
い
な
ん
て

全
く
つ
章
生
涯
い
と
と
で
し
た
。
ク

リ
ス
チ
副

a
bな
い
サ
エ
コ
串
タ

ロ
l
rは
車
る
と
い
弓
め
に
i
。
私

は
ノ
ア
ム
に
帽
い
d
峯
つ
か
れ
、
ク

思
想
宗
教
へ
の
対
し
方

つ

ヲ
リ
ス
マ
ス
・
わ
が
日
本

勢

は

リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い
人
に
は
「
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
で
な
く
、
「
ハ

ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
」
「
シ
ー
ズ
ン

ズ
・
グ
リ
l
テ
ィ
ン
グ
」
と
書
い
た

カ
ー
ド
券
諸
事
告
」
と
に
し
ま
し
「
、

そ
れ
か
A
厳
年
畳
、
わ
が
薫
に
と

っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
量
桂
の
冬
の
己

と
で
し
九
平
供
連
の
学
樫
宣
車
担

ぐ
る
み
の
ホ
リ
デ
ー
の
置
し
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
朝
睦
の
た
め
に
開
か
れ

F
Uた
。
手
め
と
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

官
議
醐
し
拍
め
た
「
ジ
ャ
パ

-
7
1

• 
賃
金
ま
だ
ま
だ

好江さん

拍
め
た
。
戦
前
の
蝿
沼
運
動
の
憎
し
ろ

か
ら
市
川
さ
ん
の
名
は
よ
三
知
っ
て

い
る
。
ぜ
ひ
、
仕
事
が
与
す
缶
わ
せ
て

く
だ
ざ
い
と
喜
由
も
た
ま
ず
刑

ん
で
行
っ
た
。
出
お
新
宿
の
副
理

吉
聞
の
あ
た
り
立
完
砧
尻
野
障
で
、

む
し
ろ
で
囲
っ
た
N

小
屋
a
で
醐
筋

そ
進
め
て
い
た
と
ゑ
九
。

市
川
さ
ん
の
も
と
で
十
一
年
。
昭

相
官
一
↑
ー
一
年
に
売
防
法
が
成
立
す

る
。
兜
防
法
の
も
と
に
蝿
人
相
融
圃

金
制
度
が
し
か
れ
る
戸
決
ま
っ
た
と

き
、
西
村
大
瓦
白
胸
に
、
若
い
己
ろ

抱
い
た
，
社
合
事
聾
'
へ
の
問
、
U
と

情
鼎
が
よ
み
町
え
っ
た
。
己
の
仕
事

彩
担
ひ
や
り
た
い
。
自
分
の
車
在
不

幸
な
女
性
に
さ
し
の
べ
た
い
、
と
盟

三九
5

「
あ
ん
た
、
己
の
仕
事
大
変

だ
よ
」
と
市
川
さ
ん
は
と
め
た
。
し

か
し
西
村
さ
ん
の
民
曹
が
固
い
の
を

知
争
と
、
「
人
間
が
話
口
る
司
一
は
人

間
し
か
い
な
い
」
と
大
い
に
融
抑
U

て
く
れ
た
と
い
う
。

己
う
し
て
捕
λ
相
揖
圃
制
度
軸
建

の
時
か
色
聞
人
相
説
圃
坪
位
一
劃
め
て
二

十
五
年
。
H
h
町、

M
人
相
拙
聞
は
仕

事
の
大
重
さ
に
比
べ
て
、
そ
の
封
は
、

社
A
E

間
に
も
金
錨
酎
に
も
車
ま
れ
て

重
苦
レ
た
。
「
ミ
セ
ス
・
コ
ニ
シ

あ
な
た
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
か

。
」
「
い
い
え
」
「
じ
ゃ
な
ぜ
ツ
リ

ー
そ
飾
品
目
。
」
「
き
れ
い
で
揮
し

い
か
ら
」
「
タ
ロ
ー
や
サ
エ
コ
に
サ

ン
タ
は
来
る
り
?
」
「
0
・0
」

私
は
、
巨
わ
ず
茜
τ
え
に
担
レ
ま
し

弓
ノ
ア
ム
の
相
究
さ
ん
は
、
ユ
ダ

ヤ
敢
改
革
開
の
う
パ
イ
(
牧
師
)
、

指
田
さ
ん
の
+
応
代
さ
ん
は
、
ユ
ダ
ヤ

史
研
究
白
た
め
自
学
し
て
「
ミ
イ
ラ

主
り
が
ミ
イ
ラ
に
在
っ
た
」
の
で
し

て
入
れ
な
い

い
る
介
ほ
い
え
な
い
。
全
面
的
五
百

人
の
一
周
人
相
酷
聞
の
う
ち
、
五
分
の

回
は
非
常
勤
で
、
地
瞳
に
よ
っ
て
は
、

八
万
円
ほ
ど
の
鞄
酬
で
仕
事
を
し
て

い
る
人
も
多
い
(
西
村
害
ん
ち
~
車

京
の
掴
醜
聞
は
、
も
う
J

ノ
し
持
崩
が

い
い
)
。
「
己
の
仕
事
し
で
ま
す
と
相
、
夜

中
で
も
休
み
の
自
で
も
出
血
の
車
件

が
あ
れ
ば
南
び
出
す
。
役
所
に
行
く

の
は
聞
が
置
い
、
と
い
う
人
ば
か
り

底辺の女を親身に

市川さんの激励に応え

色
、
大
て
い
雲
ポ
回
し
引
を
ふ
」

コ
生
懸
由
帽
且
に
の
売
ズ
メ
」
し

で
も
自
分
の
も
の
を
自
分
で
売
っ
て

伺
が
思
い
、
と
く
っ
て
か
か
ち
れ
た

り
:
。
で
も
、
ヒ
モ
に
胆
い
と
邑

れ
、
心
街
と
も
に
閣
っ
き
e

。
田
宮

が
ダ
メ
に
な
っ
て
、
拍
小
木
を
た
れ

加
U
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま

し
号
室
迂
っ
た
ら
闘
は
情
た
い
。

慣
帯
す
る
白
は
主
で
す
か
ら
措
で
で

は
お
ぜ
京
せ
'
匂
全
く
、
買
っ
た
闘

は
同
も
と
が
め
ら
れ
な
い
町
だ
か

色
、
瞳
立
た
し
い
で
す
想
え
」

「
近
ご
る
車
置
の
キ
百
聞
の
住
の
問

題
の
掴
麟
が
多
い
m
り
で
す
。
売
が
異

常
な
性
吏
雲
求
め
吾
と
い
λ

め
で

す
。
己
の
人
白
売
、
エ
ロ
本
ば
か
り

柄
色
"
そ
む
週
百
草
め
る
ち
し
い
の

で
す
。
坦
に
買
が
藍
だ
と
い
う
央
か

民
話
電
話
も
あ

E
aし
子
、
。
い
ま
、

開
人
雑
誌
な
ん
か
で
も
仲
ち
ζ
舟
ほ

か
り
・
い
で
あ
る
で
し
ょ
う
り
ま
屈

に
膨
圃
吾
及
ぼ
し
て
い
る
ん
で
す

担
。
日
広
は
エ
ロ
グ
旦
園
に
な
色

包
い
か
と
心
E
で
す
。
え
え
、
己
ん

主
睦
の
も
竺
主
あ
相
却
で
も
い

い
ん
官
、
す
。
ふ
つ
う
の
相
担
聞
に
は

行
り
な
い
し
、
軒
目
に
聞
い
て
く
れ

な
い
。
一
ベ
ん
長
態
、
で
も
在
い

か
宍
家
揖
へ
も
什
け
な
い
。
相
棋

の
持
っ
て
行
き
輔
が
な
い
と
い
う
方

が
凶
人
椙
麟
園
町
と
己
ろ
に
思
え
て

。
え
え一
、
宇
ん
な
相
輯
で
も
廟
島

に
担
っ
て
畳
り
ま
す

J

こ
ん
な
下
珊
み
の
買
力
が
問
栢
れ

て
昭
和
五
士
一
年
、
璽
ハ
固
の
串
山
由

常
子
置
も
語
設
で
い
る
。
七
士
一
揖
。

孝
昌
凡
ま
だ
第
一
植
で
が
ん
ば
る
b

社
宅
に
だ

西村全国婦人相談U連絡協議会々長

で
す
か
号
」
名
高
か
ら
出
向
く
己
と

も
多
い
。
カ
タ
く
な
っ
て
い
て
口
が

利
き
に
く
い
と
囲
え
ば
、
明
軍
屈
に

踊
っ
て
コ
l
ヒ
ム
飯
む
」
と
も
あ

る
。
拘
置
が
す
い
て
る
な
、
と
思
っ

た
ち
一
し
ょ
に
ラ
メ
ン
を
す
す
り

。
え
え
、
そ
ん
な
手
当
出
ま
せ
ん
か

こ
と
レ
一
年
。
「
全
国
婦
人
新
型
は
た
く
さ
ん
の
臼
量
存
報
虐
じ
て
重
品
目

レ
弓
女
件
ち
な
し
ル
汐
怠
」
と
、
し

4
?と
じ
て
い
否
L
失
女
件
の
蘭
心
一
一

の
み
@
@
乙
ル
ャ
。
:
。

ニ
ュ
ー
ス
は
止
喜
弘
M
り
で
す
。
時
台
異
に
療
相
#
変
え
て
行
室
。
す
。
聞
Q

く
展
望
あ
嗣
げ
る
こ
と
わ
あ
れ
ば
暗
い
開
置
し
京
瞬
レ
切
れ
安
$
金
持
越

"
す
傷
且
口
も
あ

2守
。
持
品
撚
レ
い
肉
ば
他
鋸
あ
動
意
向
私
た
棋
の
問
滑
に
“

恥
者
援
轡
い
王
手
¥
君
お
む
ず
か
し
い
時
代
少
な
っ
て
い
ま
守
o

H
あ
の
一
日

出
出
事
け
ア

ρ
あ
の
肯
め
あ
の
仕
事
は
a
|
|
務
長
が
と
と
じ
取
内
示
汐
た

!
い
く
内
品
川
の
話
聖
』
ヒ
ッ
ク
ア
ッ
プ
レ
て
早
め
語

pv円
忌
っ
て
い
る
か
砕
逼

っ
て
ま

C
九

i 

ぬ

s A買

車:
止
金

術、

~ 
融問田聖書さん阻亜の隠れキリンタンの;o鞠パー

i 

(ダッカ市内のカトリック軍帽腔で〉

本
に
し
て
春
に
発
売

地婦連カンJ、による「ミニ・ポンドJ

M
Xや
陣
曹
者
の
介
瞳
に
圃
っ
て
い

一
る
家
瞳
は
多
い
。
低
所
需
の
草
曜
に
は
、

一
白
拍
体
の
へ
ル
パ
ー
が
開
遇
さ
れ
る

一
が
、
中
間
車
臨
の
輔
自
、
己
れ
の
適
用

t
一
色
費
げ
ず
、
か
と
い
っ
て
人
を
薗
う
金

軒
一
言
、
、
車
臨
に
遍
い
負
第
か
か
っ

哩
一
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
民
間
で
ポ
ラ
ン

削

一
テ
ィ
ア
一
楠
押
で
一
軒
聞
で
拍
手
伝
い
し
ょ

均
一
う
と
い
う
団
障
が
、
棋
院
市
の
女
世
白

石」

一
手
で
出
来
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
大
き

問
一
塩
辰
帽
を
よ
び
拍
と
し
、
新
聞
や
雑
誌

眠

一
帯
主
前
置
も
朝
準
C
れ
h
hi

さ
寸
ヘ
そ

り
一
白
世
の
「
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
聖
」
?

，ノ

一
。
密
足
当
旬
ど
っ
と
申
込
み
が
高

サ

一
た
。
間
告
白
趣
旨
が
よ
く
わ
か
ら
す
、

作

一括
聞
の
手
伝
い
に
来
て
ほ
し
い
怨
ど
の

醐
一
申
込
み
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
度
に
よ

く
眠
闘
し
で
、
い
ま
は
そ
う
し
た
お
門

ち
が
い
白
注
文
は
な
く
な
っ
れ
句
だ
が
、

蝿
聞
も
多
い
。
申
込
品
市
多
く
、
へ
ル

パ
!
の
粧
が
た
的
呑
い
。
現
在
、
出
世

し
て
い
る
ケ
!
ス
が
四
十
E
ケ
!
ス
、

ゐー

-
マ
ザ
!
」
に
日
本
の
啓
9
Xぷ九っ

て
ほ
し
い
と
い
弓
盈
輔
が
、

P
T
A

古
里
と
睦
畏
が
ら
来
ま
し
h

九。早理、

お
母
さ
ん
週
が
臨
ま
っ
て
醐
習
が
抽

青
重
レ
弓
私
も
埠
申
か
日
加
わ

っ
て
晶
て
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
「
』
5

き

れ
い
に
プ
リ
ン
ト
に
刷
っ
た
曲
は
掴

揖
献
で
し
れ
凡
。

闇
艶
取
は
融
合
や
礼
揮
で
う
た
う

敵
、
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の
公
立
世
で

は
特
定
空
語
、
思
想
、
宗
教
を
教

育
の
咽
H
h
持
ち
込
告
ほ
い
け
な
い

と
と
に
な
っ
て
い
吉
守
。
し
か
も
、

ζ

の
町
は
ユ
ダ
ヤ
高
知
輯
晒
植
が
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
て
揖
い
た
町
で
、
先

生
に
も
ユ
ダ
ヤ
果
の
人
が
多
い
の
で

す
。
自
主
人
が
噛
え
て
、
見
る
固
も

睡
し
く
な
っ
て
い
る
か
色
、
自
分
置

の
立
帽
に
聞
を
岬
け
な
り
れ
ば
。
ク

リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
事
出
ま
だ
し

も
z

と
口
走
っ
て
い

F
U完

さ
」
九
五
山
「
揖
し
い
曲
だ
し
、
折

角
皆
東
り
R
に
な
っ
て
い
る
白
に

i
」
と
世
世
な
京
世
間
聞
は
よ
く
理

解
し
て
も
ら
え
重
世
向
。
仕
方
が
な

い
り
で
「
で
は
私
は
央
礼
す
る
」
と

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
h

句
割
弱
同
九
一
口

↑
韮
つ
廿
、
リ
エ
y
J
(
位
眠
位
〉
の

聞
予
を
つ
ぶ
し
(
拍
ま
貯
に
記
は
前

聞
の
リ
エ
ア
ン
で
し
た
ノ
〉
、
棄
し

い
曹
臣
聞
を
己
わ
し
た
と
サ
ン
ザ

ン
。
早
め
よ
、
ぷ
寅
一
斉
に
'
串

歪
互
い
高
ぶ
り
に
、
一
人
だ
け
や
ら

な
い
苧
ん
て
、
N

な
ん
と
勝
手
な
人
'

と
い
う
己
と
に
在
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
結
局
は
「
き
存
U
己
の
置
」
と

「
雪
や
己
ん
こ
ん
」
勝
目
草
掴
で
眠

う
己
主
に
な
り
、
，
全
圃
・
で
な
廿

れ
は
嗣
昏
と
い

2
」
と
官
私
も
加
わ

る
こ
と
に
な
円
壬
P
ど
匂

当
目
。
児
扇
敵
三
-
自
主
十
人
の
寧

世
に
、
関
岡
い
し
た
ジ
4

パ
ニ
1
1

.
マ
ザ
l
四
十
人
/
ア
メ
リ
カ
司
拍

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
置
情
を
見
て

い
る
と
、
正
直
い
っ
て
び
っ
く
り
し

た
哩
慣
も
あ
り
ま
す
。
由
眠
ゆ
い
思

い
を
週
的
品
回
し
て
、
私
は
ふ
と
，
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
マ
ザ
1
盟
団
'
恐
怖

哩
九
聞
る
の
で
し
九

金
輔
の
体
育
館
は
「
ハ
ッ
ピ
ー

ホ
川
デ
l
」
由
宇
と
曹
の
桔
唱
の
切

り
臨
き
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
ク
の
章
も

あ
旦
ま
せ
ん
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
田
圃
世

は
、
ホ
リ
デ
ー
ソ
ン
グ
の
メ
ド
レ
ー

で
「
事
阜
の
ト
ナ
カ
イ
」
あ
り
ハ
ヌ

ヵ
ー
の
樫
あ
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も

ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も
、
大
人
も
う
ナ

ど
も
も
聞
を
合
わ
せ
て
融
い
ま
し

h

河
合
唱
は
、
轟
し
い
軒
先
清
盛
り

よ
ち
宮
レ
た
。

K
さ
ん
が
耳
司
長

C

ま
し
た
。
「
掴
揖
眠
、
世
わ
な
い
で

よ
か
っ
た
わ
」
。

11ぷですか、

新発売

I'OL叫RE
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町一

'/ --

-

一
働
く
閉
会
争
え
て
い
る
が
、
塁

Z世
帯
菱
自
分
の
名
前
に
し
主
再
醐

E
一
定
語
、
量
な
Y
職
場
の
申
に
担
強
一
求
し
袋
、
事
さ
れ
な
か
っ
%

O
一
く
理
る
県
立
盟
副
司
苦
情
は
絶
え
な
一
奇
世
「
轍
唱
に
却
け
る
開
女
慧
削
苦

2
一
ぃ
。
豪
邸
は
こ
う
し
た
動
く
宮
位
の
一
情
量
覧
会
が
富
の
問
符
当

局

一
悩
参
を
で
も
障
で
ま
正
昨
一
吾
」
主
に
答
。

さ

一
生
ハ
月
知
事
の
路
間
帽
聞
で
華
街
骨
一
己
の
制
度
重
固
で
も
閉
め
て
の
ケ

U
撃

融
合
(
江
唖
霊
園
【
き
の
茜
竺

l
ス
究
開
人
労
働
者
と
餅
容
の
間

三

一
に
基
い
て
「
置
に
お
け
る
霊
前
一

F
、
間
聖
書
レ
闘
撃
を
行
い
、
騨

圭

一
首
情
組
埋
嵩
員
会
を
揖
嬰
喜
弓
一
民
間
を
P
Rし
て
い
く
上
で
由
時
間

6
一
そ
の
置
き
聞
惇

K
E
E宇
一

5
7
ス
惇
」
れ
ま
で
字
か
一
世
警
一

和

一
な
か
っ
た
が
、
大
手
島
吏
喜
舟
一

白

一
骨
粗
霊
祭
都
知
事
に
申
立
で
て
い
一

|

一
益
信
市
十
五
百
、
醐
置
に
か

U
R一

一
る
こ
と
が
世
っ

h~。
一

一
草
掃
を
申
立
で
た
の
は
、
日
最
向
動
一

一
固
(
本
社
・
申
中
盆
盟
座
)
の
脅
働
組
一

一
合
宏
釜
ブ
リ
、
ズ
自
動
車
工
韓
議

一
(
岨
由
国
は
女
件
穴
人
房
缶
む
八
十
一

一
人
)
で
、
申
立
ず
あ
内
容
は
「
平
供
な

一
戸
事
庁
長
廷
し
て
い
吾
耳
件
挺
擢
固
に
、

一
軍
筆
書
支
給
な
い
の
は
開
宜
量

一
別
芸
品
」
と
い
歪
お
。

一
聞
社
の
眠
端
視
則
で
は
車
鹿
革
当
は

一
「
嗣
較
を
寅
聞
ド
占
世
襲
し
て
い
る
世
間

圃
ヰ

一
孝
明
、
高
岳
世
羅
聞
に
ψ
高
子
る
」
と
定

'
a
一
安
口
れ
て
い
る
が
、
女
子
健
輔
副
四
人

・

r一
が
申
閉
じ
た
と
己
売
「
世
帯
令
守
は

血
相

一
な
ど
と
い
A
埠
由
で
全
社
聞
は
応
じ

、

一
己
一
の
四
人
は
金
園
、
阻
X
の
あ
る
究

a

ノ

一
手
侍
っ
て
い
る
が
、
労
働
問
聞
は

「夫
0

・1

一
眼
入
の
有
隔
に
か
か
わ
伝
子
、
手
供
は

E
閉

一
夫
寝
袋
容
U
て
い
る
の
だ
か
色
、
間

.

.
 一
京
し
た
考
人
支
桔
す
ベ
宮
廷
」
と
し
で

国

一
し
目
指
四
人

2
5、豊
田

2地

朝
が
世
壁

IFq
父
唖
よ
り
も
年
収
が
一

p
u、
売
が
民
間
φ
漢
に
つ
と
め
て
い

著
し
く
高
く
な
陪
れ
ほ
認
め
ち
れ
な
い

一
る
場
合
市
輯
嗣
マ
あ
る
警
は
尭
古
投

と
い
っ
荷
柄
が
あ
る
。
一
入
が
高
く
な
り
れ
ば
棋
聖
空
宝
石

定
牢
に
聞
し
で
は
、
日
産
宮
本
吉
一
い
の
は
、
閣
安
部
る
め
た
だ
立
ド
実

'
か
の
揖
判
の
勝
利
で
、
定
軍
畳
別
は
蝿
一
質
的
に
は
、
要
諮
問
烈
あ
吾
」
と
に

眠
す

n問
、
置
制
審
査
だ

g
c六
か
月
一
な
争
屯

以
内
に
学
駒
型
ま
し
、
議
室
こ
れ
ら
が
歯
車
弓
樋
口
車
圭
兄

掃
人
小
企
牢
屈
で
も
、

φ
策
の
揮
副
型
定
犀
一
は
「
世
帯
主
で
あ
る
か
な
い
か
と
い
う

の
是

E
事
に
取
り
組
毒
章
、
ぃ
一
己
多
聞
に
在
っ
て
い
泉
、
興
は

セ
ン
タ
ー
で
「
立
に
き
壬
亨
量
一
塁
、
自
摩
自
動
園
、
岡
田
市
議
の
一
金
の
閉
揖
と
も
な
る
間
一
審
議
全
る
も
一
室
華
由
里
の
中
尺
世
帯
念
左

手
当
・
筆
書
2
e
t
c

」
宰
ア
五
塙
か
島
書
、
種
義
理
石
輪
一
の
等
が
女
性
に
聞
障
さ
れ
て
い
な
一
し
か
し
、
一
方
で
は
通
語
畏
の
樹
一
京
家
計
m
E告
書

車

禁

②

雲

市

i
マ

に

括

主

主

雪

合

正

面

白

車

工

足

訟

の

助

言

続

一

ぃ

。
童
、
世
帯
、
喜
多
量
手
一
行
ぞ
若
い
女
子

E幸
三

ゐ

咽

一

婆

主

語

記

南

警

君

主

務

引

同

舎

で

は

か

ね

で

官

「

慣

習

」

と

下

九

玄

翼

手

用

の

特

剛

皇

と

し

玄

量

一

征

軍
需
閉
の
製
雰
民
社
峯
由
一
努
色
れ
て
い
吾
し
宍
と
な
っ
て
い

曙
し
て
あ
る
畳
間
的
取
扱
い

ι制
堅
」
一
制
直
隻
」
れ
て
い
-
袋
詰
県
出
圃
一
表
て
い
て
業
向
カ
円
以
融
で
も
一
う
、
室
前
芸
霊
草
剛
容
宗
一
る
」
弁
連
へ
、
己
れ
は
間
固
に
す
べ
き

即

さ
れ
存
覇
の
両
サ
イ
ド
主
主
一
審
錆
起
集
室
電
車
に
顕
著
一
手
取
り
に
大
震
圏
第
つ
い
て
主
主
一
君
。
一
こ
と
だ
し
、
長
置
で
一
色
小
差
出

唱
で
の
性
豊
別
に
つ
い
て
詰
し
合
お
う
一
に
見
ら
れ
号
、
と
同
告
は
指
埼
開
働
一
て
い
る
。
一
塁
〆

U
S」
一
と
か
ら
同
季
、
処
置
一
の
聖
正
が
必
型
だ
と
し
%

点
差
た
の
噛
輔
は
変
わ
っ
た
か
?
」
一
議
陸
軍
田
章
に
は
「
間
一
語
、
同
一
掴
起
第
面
で
も
、
社
宅
へ
安
一
思
制
度
化
霊
-
一
え
る
の
は
「
女
は
同
一
ま
た
、
宜
平
め
京
企
安
託
奇
自

「
私
た
き
男
女
副
軍
司
法
き
一
重
に
連
続
ト
i
ク
イ
ン
を
待
っ
て
お
一
一
圃
金
」
の
盟
定
が
雲
九
も
か
か
わ
一
時
社
内
蹟
吋
の
適
軍
事
す
に
は
な
一
に
量
百
れ
る
べ
き
も
の
」
員
夜
南
一
軍
勘
に
田

pmE中
に
現
代
的
な
性

く
る
金
」
(
車
京
・
回

8
5、
十
一
り
、
今
回
は

Zニ
回

弓

工

手

、

園

生

栢

舞

踏

手

ス
H
Uに
対
一
い
。
国
睡
鹿
屡
老
母
親
空
白
お
一
主
長
、
主
志
は
接
書
雪
客
」
一
別
菌
分
担
憲
し
、
芦
が
う
。

二
月
四
回
、
車
車
砲
袋
の
血
宮
島
区
民
一
性
態
別
に
閉
す
る
間
企
世
お
周
囲
一
レ
事
は
主
固
有
主
九
、
同
一
圃
一
声
妻
襲
量
定
す
る
に
け
『
母
一
と
い
う
杜
申
告
製
鍛
車
因
。
現
代
社
金
一
「
蔵
書
評
の
人
に
宝
じ
で
か
と

一
の
恒
援
に
否
。
「
軍
制
度
」
の
層
調
が
一
聞
く
と
『
開
予
に
は
摘
が
あ
る
が
、
宜

一
女
の
遍
」

E
Z里
存
奪
一
子
に
は
な
い
。
商
務
誌
は
監
レ
い

一
冊
観
し
て
い
吾
も
の
弓
そ
し
て
己
一
し
、
女
子
も
関
子
と
円
u
に
画
い
て
も

一
れ
色
性
差
別
が
強
固
に
な
っ
た
の
は
一
民
害
。
下
宿
を
し
で
い
号
事
チ
は
、
軍

一
「
軍
」
「
圏
全
と
い
っ
た
隼
自
の
基
一
に
帰
っ
て
か
h
h

詳
細
や
由
民
間
亭
し
な
く

一
盤
に
か
か
わ
吾
葉
山

HUに
『
家
制
度
」
一
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
車
れ
て
仕
事
に

一
の
日
本
的
な
曜
と
特
に
密
着
に
桔
び
つ
一
ひ
び
く
の
だ
』
介
膏
っ
九
つ
ま
り
、
一

一い
た
開
守
的
空
寝
が
作
用
す
る
か
邑
一
働
く
ー
人
は
、
誌
を
長
皆
、
，
」は

'Z一

一
と
い
う
の
が
間
合
掌
費
す
る
辛
」
ろ
一
つ
く
っ
た
p
u
f
λ
は
い
け
な
い
と
い
う
一

二

、

一

こ

と

に

な

弓

と

れ

は

車

庫

金

露

に

一

一
臼
掛
田
輯
界
で
も
大
宅
ゐ
日
産
自
鼠

一
も
員
弓

ε己
売
ほ
大
き
い
は
ず
H

句
姐

一
車
道
、
体
舗
の
罰

Z
E
E
-
E
2
Jが
撃
す
号

2d、
ト
猶

一
っ
て
、
定
年
は
開
宜
主
ハ
+
ム
置
に
な
一
舗
を
す
る
か
『
企
摘
が
書
道

一
っ
%
し
か
し
、
社
間
的
約
一
割
を
占
一
刀
を
あ
玄
」
む
主
に
な
吾
の
だ
旨
1

一
め
て
い
る
宜
笠
宮
は
、
関
子
社
闘
よ
一
室
ι、
え
ま
首
位
で
も
圃
弔
会
あ

一
向
呑
著
し
く
圃
壷
が
低
い
の
が
現
状
。
一
回
明
程
に
、
女
子
社
画
一
の
朝
が
死
ん
で
は

一事
輯
系
社
員
の
周
子
(
事
均
革
一
齢
て
一
七
一
出
さ
な
い
が
、
衰
の
親
の
咽
告
だ
と
、

一
・
白
煙
〕
ニ
E
左
ハ
一
一
西
八
円
に
対
し
一
直
ち
に
出
き
と
多

FJ「
己
主

一
京
子
(
二
回
三
眠
)
は
一
一
万
九
七
一
っ
た
ご
と
に
、
旧
家
臨
制
匿
の
檀
置
い

一八
O
円
。
田
明
(
工
咽
内
毒
舌
〉
系
一
存
在
泰
愚
じ
る
」
長
ん
弓

一
で
は
田
子
(
一
一
西
八
輯
)
で
ニ
二
万
一

ーl

一

一

文

{
史
講

座

の

一
七
円
に
問
し
女
子
は
〈
四
一
一

-
一
眼
)
一

一

一

参

加

者

を

募

集

一

一

五

万

一

元

八

六

可

一

一
軍
肱
手
当
喝
さ
ゐ
場
合
奈
不
一
(
財
)
日
本
女
子
差
喜
告
(
閤

一
員
襲
曹
長
"
な
付
れ
ば
っ
か
な
い
し
、
一
閉
・
芙
ム
圃
)
在
、
奪
一
六
日
か

一
女
子
社
同
が
世
帯
念
立
な
っ
て
も
「
輿
て
温
ま
る
菊
山
回
日
本
女
平
ム
語

一
世
間
な
伊
帯
主
で
吾
也
旺
明
が
な
い
と
一
文
化
史
摘
座
」
(
恒
通
土
曜
日
)
の
量

一
ダ
メ
刊
と
な
y-、
世
し
で
田
子
脅
員
に
一
加
者
券
勇
畏
レ
で
い
る
も

一
は
冨
わ
な
い
伺
く
せ
を
つ
与
な
拒
否
一
テ
!
マ
は
「
日
本
の
牛
活
文
化
〔
ぞ

一
し
て
く
る
と
い
う
。
一
の
ク
缶
、

一
一
方
、
開
立
平
時
の
噛
咽
の
咽
化
の
一
マ
定
圃

Am名
(
成
人
関
女
学
生
)

一
安
J

に
思
わ
れ
て
い
失
百
抽
出
聞
の
聞
で
一
マ
受
費
-
五
回
事
γ
円
〈
主
三

一
色
、
正
当
に
開
レ
て
は
不
平
拝
。
一
千
円
)
、
一
同
千
三
百
円
(
八
百
円
)

一
轡
需
雷
同
の
唱
曲
、
開
一
壬
実
、
一
マ
全
幅
白
本
主
主
遍
嵩
揖
輯

一
割
二
子
は
費
削
指
遣
す
畳
」
と
で
裏
側
一
室
マ
日
時
一
月
士
ハ
日
(
土
)
土
一

一
か
ら
の
申
踊
を
畳
け
入
れ
な
か
っ
た
一
月
二
T
H
(土
)
間
車
土
咽
目
、
午
睡

一
が
、
主
性
に
む

E
参
俣
釜
4
2
@掴
二
時
完
封
土
-
時
一

R
H月。

石
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
と
と
で
、
よ
一
問
い
合
わ
せ
・申
し
込
み
は
、
干
一

吉
ゃ
く
究
蝿

「
ス
出
し
は
じ
め
%
行
壬
行
く

は
地
埴
の
ミ
エ
コ
ミ
一
眠
に
醇
惇
串

く
色
町
。
「
そ
れ
に
し
て
も
了
」
と
木
村
さ

ん
は
い
う
。
「
お
弁
当
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
事
P
U
た
。
桔
局
、

神
高
川
県
相
聞
岡
市
相
置
肯
問
地
の
一
ア
ル
コ
ー
ル
胴
を
出
廿
ぽ
雪
J

か
る
廿

置

す
ぐ
瞬
に
出
来
た
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
一
れ
ど
、
コ
ツ
コ
ツ
作
っ
た
手
づ
く
り
の

一
個
ず
つ
寧

9
4
ご
の
聾
金
量
め
、
+
且
干
言
、
大
一
ン
。
手
づ
く
皇
嗣
の
庖
「
グ
リ
ー
ン
一
食
べ
現
ほ
、
伊
苧
ん
ど
利
益
が
は
い

圃
四
円
で
、
八
千
万
円
い
吾
と
い
長
一
宜
童
書
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
託
し
た
。
一
ピ
l
ス
」
。
申
宮
高
信
、
自
問
一
と
と
も
わ
か

2
む
た
。
し
か
し
、

E

E
有
害
一
回
、
つ
ま
り
一
人
民
円
膏
霊
主
と
ぞ
く
警
っ
て
い
る
一
募
集
喜
善
で
は
な
く

6
所
一
の
警
か
ら
い
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
周

の

き

讐

JEで
、
一
人
の
主
主
患
で
奪
三
月
霊
で
に
は
、
旦
の
銭
其
同
告
と
い
草
腐
の
事
一
を
あ
ま
り
出
す
わ
切
に
需
主
主

の
目
草
色
れ
る
と
い
う
の
だ
が
l
一
努
八
千
万
円
を
重
出
来
る
な
完
ニ
は
宝
〆
な
っ
た
か
。
「
お
か
げ
揮
で
嗣
一
か
色
拍
。
」

H

拘
所
白
地
輯
共
間
体
M

l
。

会

庖

陣

要

ほ

す

で

に

五

千

方

円

一

と

い

う

。

一

闘

で

て

ま

J

ゃ
く
J

一
カ
月
量
れ
'
一
よ
L
で
閣
居
老
し
ょ
っ
申
利
用
し
て
い

』
「
己
の
と
司
を
長
し
積
極
的
に
P
R
一

一

で

皆

受

賞

主

主

き
に
な
季
節
句
己
の

E
S俸
が
よ
く
な

宮

品

目

『

)

一

k
貴

晶

、

事

℃

」

い

っ

て

い

ま

す

が

一

一

星

し

た

」

。

密

主

客

員

由

一

っ

て

是

正

い

っ

Eれ
た
。
そ
れ

ζiてる
警

告

一

」

(

山

崎

重

態

。

i一
出

足

整

わ

ず

難

航

中

一の

2
2
2廷の
い
一
語
よ

E
R
g
o

回
融
岨
の
世
宵
岨
慨
に
み
る

・

一

ま

っ

て

か

ら

己

白

一

年

間

に

来

た

手

紙

一

一

い

聞

が

柵

っ

て

き

た

。

-

一

ヵ

月

亜

れ

と

一

一

は

四

百

件

く

ら

い

。

だ

が

、

相

般

の

内

一

ー

一

い

う

こ

と

は

、

い

竜

宮

弔

く

十

月

分

一

昨
守
士
一
月
か
ら
思
想
相
内
に
予
眠
一
司
の
閉
聞
は
、
里
担
巳
君
、
非
行
、
軍
一
・
一
々
マ
ノ
の
閏
眠
草
届
い
て
い
る
信
感
・
量
一
の
H

桔
炉
を
払
っ
た
さ
し
ろ
で
、
労
一
・

に
よ
る
「
担
と
子
の
整
担
寂
唱
」
が
一
庭
内
畢
力
、
世
路
・
暗
闘
押
悟
と
ん
ど
一

(
7月
叩
日
号
)
一
盟
副
作
民
市
、
揖
慣
な
E
壱
大
い
に
闘
一
質
問
と
一
時
間

J
百
円
N

。
喜
」
と
一

〉
J

聞
か
れ
、
ど
っ
と
椙
酷
が
開
い
と
み
、
一
か
わ
ち
な
い
。
閏
相
罰
室
で
は
、
こ
吾
一
キ
リ
シ
タ
ン
配
意
値
に
一
力
し
て
い
る
が
、

y
ヌJ
も
N

キ
リ
ス
ト
一
に
さ
さ
や
か
だ
が
、
「
と
に
か
く
や
っ
一

・4

?
に
多
い
の
で
雪
室
長
っ

τた中
か
色
、

8
3い
の

富

士

あ

な

た

の

一

堂

二

一

君

事

は

自

責

5
一

5吾
と
い
う

J
f
が
つ
い
た
一

が

J

て
い
る
匂
2

。
さ
で
、
そ
の
陸
の
相
品
一
的
な
ケ
!
ス
房
温
び
岡
賢
り
金
主
を
つ
一
一
ン
と
来
な
い
の
か
、
山
出
h
p
も
う
一
つ
二
ん
で
す
f
」
。
十
月
十
八
自
に
は
眉
を
一

有

ruf

崎

努

語

，

b
、
あ
ま
り
宣
伝
し
て
い
一
け
て
-
聞
の
本
に
す
る
差
。
来
年
一
回
血
児
の
出
・
エ
リ
ズ
ス
・
サ
ン

一
室
じ
で
も

-Z2一
く
ち
い
拍
象
一
開
空
て
、
書
り
ま
お
禁
中
心
一

日

間

口

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
そ
の
龍
、
触
は
ご
月
己
ろ
に
は
売
り
出
さ
れ
る
は
ず
一
ダ
l
ス

-T
ム
の
故
・
岡
田
景
画
さ
一
望

EEな
い
と
、
盟
揮
に
か
か
れ
な
い
一
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
宜
輯
や
期
襲
お
一

彦

定

喧

ぐ
っ
と
雄
元
は
じ
め
、
相
掛
か
押
一
弓
健
一
夜
管
薪
間
伐
九
八
O
一
余
震
じ
て
い
べ
千
点
に
も
筆
一
の
て
茎
よ
り
大
帽
に
置
が
国
れ
一
牛
乳
、
高
な
ど
で
パ
ザ
ー
を
聞
美
一

i
l

引

し
ょ
せ
、
返
票
提
起
れ
に
な
る
の
一
円
〈
ら
い
の
聞
い
宇
い
富
に
な
る
一
聞
手
リ
シ
ぎ
/
白
携
を
収
醒
す
る
王
廷
。
一
盛
詞
だ
っ
た
o
つ
在
、
地
壊
の
合
一

作
一
品

山市

を

恐

れ

;

毒

え

た

わ

け

だ

が

よ

富

。

一

4
5
4
4
9号
た
め
一
豊
島
ア
タ
マ
革
ま
せ
て
い

E
Fょう
と
、
土
一
月

一古
、
一

一
こ

土

谷

一

一
の
開
会
は
、
前
過
多
瞳
昌
幸
希
同
一
る
E
と
が
を
二
つ
あ
る
。
業
予
定
一
遺
書
の
お
母
さ
ん
た
妻
苧
お
一

J
，L

目
ウ
田

事

長

明

俸

こ

ま

主

長

一ホ
I
ム

の

借

金

理

室

長

岡

一

地

只

腔

留

め

ま

あ

る

。

三

パ

7
き

売

り

上

げ

は

ま

一

新

開

Z

-
4』
日
H
，司

令

y
t
p
t
ト定
H
思

一
で
は
、
こ
と
し
中
に
叩
瞳
円
は
蝿
功
、
一
ホ
ー
ム
白
妻
名
た
ち
の
教
育
用
に
同
一
児
た
ち
司
佳
揖
費
J

く
り
の
買
舎
の
二

川

寸

9
ン
年
。

一

一

一

一

;

;

:

。

一
来
車
中
に
着
工
だ
っ
た
。
が
、
ど
い
た
が
、
現
在
留
っ
て
い
な
い
。
こ
の
一
部
に
あ
て
る
予
宅
己
ん
な
パ
ザ
1
の一

H
1

マ

忽

一
万
円
の
霊
を
贈
っ
た
が
、
今
年
は
じ
ま
り
と
と
ろ
撃
っ
た
の
は
士
一
千
万
円
一
カ
マ
の
持
主
に
掴
去
を
頼
ん
で
い
る
一
撃
を
固
な
が
ち
、
富
田
間
活
男
リ
一

』

r

一め
A

軍
姐
開
亜
の
大
友
金
畳
、
回
申
事
朝
一
ほ
Y
』ロ
一
聞
に
も
直
し
て
い
な
い
。
陪
一
が
、

y
胃
毛
己
れ
が
聞
単
に
己
り
が
ず
、
一
サ
イ
ク
ル
を
定
着
さ
せ
、
闘
に
来
た
色
、
一

J
F一

(4
月
山
尾
)

一

周

警

は

同

署

苧

れ
、
普
玉
、
一
を
伝
え
聞
い
た
ぶ
っ

て

聖

書

乏

6
T
P
臣
、
室
が
か
か
る
か
一
い
つ
で
お
か
き
よ
う
に
し
た
い
一

会
商
露
首
野
幸
h
vか
け
一
の
歯
磨
噛
尽
苦
り
に
雪
一
度
、
一
か
ら
、
千
円
、
二
千
円
と
い
う
カ
ン
パ
一
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
。
障
問
閥
単
、
一
と
木
村
さ
ん
等
J
え
で
い
る
。
ま
だ
一
昭
和
一
一
干
震
に
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ

パ
、
ノ
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

2
供
一
八
千
高
音
慣
に
重
喜
め
九
万
届
い
た
り
、
い
ま
、
朝
日
新
聞
に
週
一
撃
を
主
義
が
つ
づ
き
霊
J

一，

t
F
8内
部
ニ
ュ
ー
ス
'
間
一
な
た
重
半
年
面
炉
。

Z

た
ち
に
ビ
タ
ミ
ン
A
を

・

一
尋
万
人
一
白
平
少

E
に
、
ビ
タ
ミ
ン
A
一
撃
の
「
交
の
一
生
」
で
轡
nキ
リ
シ
一
と
い
う
省
理
事
畠
白
酷
だ
っ
た
。
一
事
も
の
だ
が
「
仁
ん
ぐ
り
」
と
い
う
ニ
一
-
干
年
桂
、
か
っ

Z享
宇

奈

ど

ド一

z

=

口
z

z

一日一一一口口一一一日一口一一一一

τ4ム
き
た
が
、
い
ま
、
伶
藁
は
Y
X
J
考

一

一

は

思

い

。

己

れ

以

ト

あ

申

込

事

が

あ

っ

-

研

瞳

ず

み

の

へ

ル

パ

ー

さ

ん

を

古

め

一

え

て

い

る

の

か

。

九

月

医
陪
山
川
同

吋
口…山
一一

助
一粧
一一

フ
レE
M

な

ィ.，
za
，
晴・

万
・町
一

円
山型
社
・末

…

見

・
内

川

あなたの素肌年齢は、おいくつ?
お肌，(1)1、りとうるおいに、ブルーのクリームを。

朝のi先aJiのあI:j立をみながら

軽〈お肌にあてておしてみましょう。

しっtりt、」刊しが指に吸いつ〈ようなら
あなたのお閉しは快調です。

メイヤング〈スペリア〉は

・ぉ肌の乾燥を防ぎ

うるおいを与えます0

・気になる肌あれをt'jj~ 、で〈れます。

・肌あれしやすい同じりや頬

そして首すじは、念を入れて

お手入れするのが上手な{必、方です。

・ぉ肌をすこやかに保つためにも

毎晩つづけて

I芳ご寸向rBeautiful Human Life 

IKoll川pbol

メイヤング4スへリア》
クリ ム(35定)V4例目

閉居したグりーピース

グリ ンピース庫内

AMはもちろん、FMワイドバンドでTVサウンドも楽しめますL
(1-)0叫

ヘッドホーンをつける七透明なFMステレオサウンrがひろがる
〈ポシェフト〉。シン7・ノレなヂザイλ 小形軽量ながら、 AM!.FM、

TVサウンド(]-3ch)もキャッチ。いつでも、 Eこで
も、古来やスポー>'中継を来しみt~い人の

〈ポシエツト〉でも

ど
う
や
ら
給
料
払
い

(
7月
ぬ
日
司
〕

念
殉
の
手
づ
く
り
の
庖

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

‘ 

桝各ワインの新しい選び方lどっくり方'

いいワインとは、 まず香りにあらわれます。

ハットするほEフルーティな香りーーすっき

りとした口当りは、サッポロ狐自のつ〈り方

〈クーノレド・ワイナリー>t.ごから。このおいしさ
は、世界ワインコンテスト初の3年述続

〈金賞〉受賞で証明されました。

お手入れするのがポイントです。

お肌に年を感じたらフ〉レーのクリーム。

メイヤンクlスベリア〉

ゐ
um
一ru
r

位
一…一一…一

泡

c…
…
仙
川

正
士

U
白
川
町
出

J
れ

U
沿
聞
記

C

ハ
C
m
w
w
m 寵筆
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忠新宿区長。 円内は繕演者・永畑i皇子さん。

釜~第 658号

j ;i;jfii!;;111;;;(離].i ~.. A鶏盛盛E・.t. !弐積 Z之君!2~ j~ 誌 n rす量苦手J奥 ~.
~ JII組関.. ~+ 書長fZ告書量そ25 ;; |寝週JI室/， ~ 
げrzL 5255ii言語界 方でホ |掻131 ~ 
~ '1'"匙鋪園F字 き芸員暴君ミ句足長土 !! J.ノJM |哩J/~/ ~ 
5η， 317;4iZ35;; 5 8 j川儀 I~I ~ 
~- ィ 二 夜明1，.カ六 ン 'ツ」用品~j マベ ンレ ¥主主どり ~. 

U評7251紅 専富山皇子特異pj子生計 海部〉 3 
3f詰;!??ii詩鰐iiii::;;j 議 j 
zhZ聖L主弘よ匹前持542-i 溺(A) ~ 
; t勺引}以t;許?特出i話討2詩詑?軒? 照 ?問3持;詰!!ドいpし;しふ…J刀......一…一一.....山一一......一.. ¥一...一.....γt

詩作老守官iE;詰;; 料理との調和考える 安問;詰開?持鴇i告担i詰r;?莞j
;程ii野f!「究i ソM川ム川リエと凶山もuよく相服談して 話!?iij 
夜三 Z是完 グラスの持ち方も気を配る 妻需 45奇襲Z g 
境警 7モ量 守十司一一 定量2三季語 g 

ii!?iiEii1ifiiEi;き諮問jiiiiiiizj
間;;iii!ii!?ii;iiili;i出!ii計!??ifliii謂!鰐ii;;41i;iliiii;;;;
!?iiiii3ーX1 冨 055i担当???!
出!?if場 τ¥ろ;ii!?ii!?!
際問iv dふ 墨-iiAF誤算!
??詩話 牛困 2 f :1 X詰!???2E5333Mi祐 司' 唱園尾よ 355t軒25353FJiiii FJLX 司恥寸 前説明ijjiiiji 特ひ必、 iiiiii;iiij 
!??;出民;;iZii;;;iTfiiEi;出iij
i!?ii!iiifiii良町議?りiiiヨiiii;!ii
露出出3iiii7iiiii主主??差出

(第三種郵便物認可)

{ジンパブヱ〉

v 
‘“‘勧

君主立を量産liX:υ1::.'5/ンi¥プエ!こは淘辺訟ヘ波長告していたj々 11渓りつつあるn
しt:;υ、E盟主lま製品与によっていちじるνく6糊されている。 日本ユニゼフ協傘

!アフリカに救援の手をI
今、アフリカでは数年続きの干ばつと紛争のために2000万人以ょの人々が餓死寸前にあ
る。
日本ユニセフ協会は一月末から「アフリカ飢餓救援募金」を続けている。 11月初日現在
でl万5千件、 2億 l千8百75万円の応募があった。
また協会では青少年婦人団体地域組織、宗教団体、有志グループなど団体向けに、飢餓
アフリカ、の写真セット(十六枚一組〕を作り、救綾のリーフレット、ポスターを無料で
提供している。希望する団体は左配へ申し込んで下さし、。
干106 東京都港区麻布台 3-1-2H03 (583) 4407・7075
アフリカ救援会

日本ユニセフ協会・

?JZff32戸外へも知らせる〈都市ガス警報器〉
圃圃l5.jþ'渇~.5ï!!{9~~主蛋め~

ガス栓から答報g.まで。東京ガス!;;t、ガスの

安全対策をシステムiてP実現しました。これカ・
らはこのシステムカfご家庭の安全を守りますL

①ゴム管がはずれたら、ガスを止めるガス栓

@はずれない、切れない、便利で安全な接続具

③炎が消えたらガスカ?止まる、立ちi自λ安全装置
④換気不要、室内の空気を汚さい、ガス器具

@ガス漏れをすぐに知らせる都市ガス警報器

いま、ガス安全使用 A強調運動を実縄中

東京事r詞叉

堅議

万一ガスが漏れた場合、まず室内へοづい
て戸外へも知らせる〈都市ガス警報器〉。

j/ス漏れを見つ¥t位、①室内にある警報器

の赤ランフ。がつき、20秒後lこフVーが鳴り
ます二②さらに40秒後もそのままガス漏れが

つづくときは、戸外の警報ブザーが鴨り、ラ

ンプも点滅じて近隣の人たちに異常を知ら

せます二マンションなどの集合住宅ではと〈に、

この戸外欝報型のタイプ含おすすめしますL

様このほか、一般住宅用の室内警報器と集合住宅
用の集中管理システムもありまれ
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中
央
卸
売
市
場
が
発
表
し

た
正
月
用
品
の
価
格
見
通
し

に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
レ
傾
向

と
は
雪
J

も
の
の
、
さ
し
た

る
価
格
変
動
が
な
い
と
と
が

明
ろ
か
に
な
っ
た
。

昨
年
に
比
べ
て
安
く
な
り

雪
辱
の
が
、
書
サ
ケ
、

塩
カ
ズ
ノ
コ
や
ス
ジ
コ
、
野

菜
で
は
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

レ
タ
ス
な
ど
。
逆
に
サ
ト
イ

モ
、
マ
グ
ロ
、
ス
ル
メ
、
リ

ン
ゴ
、
平
し
が
き
は
か
な
州
立
高
値
に
な

り
そ
う
だ
。

野
菜
の
中
で
も
と
く
に
レ
タ
ス
は
、

生
産
地
の
作
付
面
哲
也
増
『
え
た
上
に
、

作
柄
も
良
好
で
、
昨
年
の
初
，
、
，

ω物
安

く
な
る
み
と
み
。
乙
れ
に
存
υて
サ
ト

イ
モ
は
二
年
続
き
の
安
値
か
ら
、
作
付

を
見
合
わ
せ
た
と
と
ろ
が
多
く
、
入
荷

量
が
日
係
ほ
Y
港
ち
込
ん
で
い
る
た
め
」

で

注

意
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昨

年

の
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5
五
倍
は
高
値
に
な
り
早
A
J

⑦
削
り
プ
シ
が
な
べ
の
底
に
全
部
沈
一
だ
。

ん
だ
ら
別
の
な
べ
に
と
し
器
を
遇
し
て
一
果
物
類
で
は
ミ
カ
ン
が
昨
年
よ
り
や

移
レ
、
出
'ν
汁
を
取
る
。
ふ
き
ん
で
と
玉
安
め
だ
が
、
小
玉
が
多
く
、
ィ
チ
ゴ

す
と
、
ふ
き
ん
の
臭
い
が
移
る
の
で
避
一
も
安
く
な
る
予
想
b

ゆ

る

。

一

樹

穏

で

大

幅

の

安

値

が

期

待

さ

れ

る

③
な
べ
に
出
し
汁
を
入
れ
て
火
に
か
一
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は
サ
ケ
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が
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銀
毛
と
呼
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れ
る
良

け
、
煮
た
つ
で
き
た
ら
濁
還
し
し
た
タ
一
質
物
が
少
く
物
色
買
い
さ
れ
て
い
る
た

イ
を
一
切
れ
ず
つ
入
れ
、
弱
火
で
静
か
一
め
か
、
そ
れ
ほ
ど
の
安
値
は
期
待
で
き

に
火
を
通
す
。
一
な
い
模
様
。
新
巻
サ
ケ
は
三
キ
ロ
の
中
級

⑨
再
開
煮
た
っ
た
ら
ア
ク
や
泡
を
玉
一
型
で
塑
宍
り
圭
只
む
円
、
昨

じ
ゃ
く
し
で
静
か
に
す
く
い
取
り
、
ボ
一
年
の
ぬ
胤
マ
別
物
安
弓

ー
ル
に
は
っ
た
水
に
は
な
し
て
除
き
、
一
か
な
り
の
高
値
は
マ
グ
ロ
や
ス
ル

タ
イ
の
身
の
色
が
白
く
な
る
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で
煮
一
メ
。
マ
グ
ロ
は
冷
凍
物
の
在
庫
が
少
く
、

る
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ル

メ

イ
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不

漁
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⑮
雲
混
、
し
ょ
司
必
、
酒
、
化
学
一
因
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調
味
料
で
調
味
し
、
シ
ョ
ウ
ガ
汁
薪
落
一
肉
類
は
牛
豚
と
も
昨
年
並
み
で
、
ハ

し
て
風
味
を
添
え
て
火
を
止
め
る
。
一
ム

・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
も
や
や
安
め
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⑪
椀
に
⑮
に
盛
り
つ
け
、
熱
い
喜
一
芝
、
加
工
品
の
中
で
も
ク
リ
キ
ン

に
木
の
芽
を
飾
っ
て
す
す
め
る
。
木
の
一
ト
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は
、
値
段
に
動
き
は
な
い
が
、
ク

芽
の
か
わ
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に
三
ツ
葉
を
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し
て
も
一
ソ
が
境
作
だ
っ
た
の
で
、
ク
ソ
が
た
つ

よ
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。
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と
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タ
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l
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ザ
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司
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シ
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①
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イ
の
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は
縦
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つ
に
切
り
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さ

ら
に
縦
横
四
つ
く
ろ
い
に
切
っ
て
寝
を

ふ
り
、
ざ
る
に
広
げ
て
四
5
五
分
飽
く
。

②
な
べ
に
潟
を
煮
た
て
た
申
ざ
る
を

ひ
た
す
き
に
入
れ
玄
部
く
ら
い
お

き
、
タ
イ
の
皮
が
首
長
J

ん
で
色
が
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度
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た
ら
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ぐ
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に
取
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冷
水
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に
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て
い
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ウ
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指
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で
取
り
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き
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れ
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に
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っ
て
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持
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っ
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お
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。
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き
取
り
、
包
ア
の
刃
先
で
切
り
め
を

数
本
入
れ
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4
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れ
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け
る
。

⑤
煮
た
て
る
と
コ
ブ
の
ア
ク
が
出
る

の
で
、
湯
が
煮
た
っ
て
く
る
直
前
に
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き
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げ
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